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新
年
ご
挨
拶 

 
 
 
 

（
一
社
）
西
多
摩
建
設
業
協
会 

 

理
事
長 

岩
浪
岳
史 

初
春
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
令
和
八
年

の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま

す
。 理

事
長
に
選
任
し
て
頂
き
、
今
月
下
旬
で
八
カ

月
と
な
り
ま
す
。
就
任
の
際
、
所
信
表
明
と
し
て

地
域
の
中
小
建
設
業
が
存
続
の
危
機
に
あ
る
こ

と
、
協
会
員
に
は
従
来
の
事
業
領
域
か
ら
一
回
り

広
い
範
囲
で
活
動
し
て
頂
き
た
い
旨
、
そ
し
て
分

断
の
時
代
に
あ
っ
て
も
協
会
員
が
一
致
団
結
し
、

競
争
入
札
以
上
の
い
さ
か
い
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

こ
と
を
お
話
し
し
、
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。 

新
体
制
に
移
行
し
て
か
ら
は
、
例
年
通
り
都
知

事
他
へ
の
次
年
度
予
算
等
要
望
・
都
と
の
災
害
協

定
に
基
づ
く
道
路
啓
開
の
自
主
的
訓
練
・
経
営
講

習
会
・
暴
排
協
の
活
動
・
親
睦
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等

を
行
い
、
こ
れ
以
外
に
も
都
と
連
携
し
羽
村
市
、

日
の
出
町
で
行
わ
れ
た
総
合
防
災
訓
練
・
檜
原
村

で
行
わ
れ
た
火
山
灰
除
灰
訓
練
・
三
多
摩
建
設
業

連
合
会
を
通
じ
て
の
合
同
企
業
説
明
会
・
視
察
研

修
・
意
見
交
換
会
な
ど
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

協
会
員
各
位
の
熱
心
な
活
動
に
、
衷
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

と
は
い
え
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
我
ら
協
会
員

が
安
心
し
て
事
業
継
続
、
発
展
で
き
る
環
境
づ
く

り
は
道
半
ば
で
あ
り
ま
す
。
建
設
投
資
の
総
額
は

緩
や
か
に
上
昇
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
急
激
な
イ

ン
フ
レ
の
進
行
を
考
慮
す
る
と
横
ば
い
、
微
減
と

み
る
向
き
も
ご
ざ
い
ま
す
。
身
近
な
環
境
を
見
回

し
て
も
、
協
会
員
の
受
注
の
中
心
と
な
る
ラ
ン
ク

の
工
事
発
注
量
が
増
加
し
て
い
る
と
は
思
い
難

く
、
事
業
計
画
の
策
定
に
苦
労
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

当
協
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
の
令
和
八
年

も
こ
れ
ま
で
通
り
、
ま
た
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域

の
中
小
建
設
業
者
が
安
心
し
て
、
そ
の
社
会
的
責 

務
を
果
た
せ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

引
き
続
き
協
会
の
活
動
を
ご
理
解
頂
き
、
共
に
声
を

上
げ
て
頂
け
る
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

さ
て
、
そ
の
具
体
的
な
活
動
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

新
年
は
ま
ず
西
多
摩
建
設
事
務
所
と
の
意
見
交
換

会
か
ら
開
始
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
は
従
来
の
技
術
講

習
会
に
替
わ
る
も
の
で
、
昨
年
夏
の
予
算
等
要
望
か

ら
秋
の
多
摩
地
域
五
建
設
事
務
所
と
の
意
見
交
換

会
へ
連
な
る
流
れ
で
、
最
も
距
離
感
の
近
い
西
多
摩

建
設
事
務
所
と
局
所
的
な
相
互
理
解
、
改
善
を
目
指

す
試
み
で
す
。
そ
の
後
に
は
西
多
摩
八
市
町
村
と
、

防
災
を
軸
に
し
た
連
携
の
形
を
模
索
し
て
い
き
ま

す
。
防
災
と
災
害
復
旧
は
、
地
域
の
中
小
建
設
業
者

が
生
き
残
り
を
図
る
上
で
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。
複

数
の
地
方
自
治
体
と
我
ら
に
最
も
納
ま
り
の
良
い

形
を
提
言
し
て
参
り
ま
す
。 

 

入
札
制
度
改
革
は
、
様
々
な
側
面
で
陳
情
を
繰
り

返
し
て
も
、
論
議
が
行
き
詰
ま
っ
た
感
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
発
想
を
変
え
て
、
国
の
方
向
性
に

沿
い
落
札
率
を
上
げ
る
取
組
み
か
ら
事
業
の
予
算

自
体
を
増
や
す
、
地
方
独
自
の
歩
掛
作
成
を
求
め
る

べ
き
と
考
え
ま
す
。
Ｄ
Ｘ
導
入
に
よ
る
業
務
効
率
化

も
急
務
で
す
。
現
場
実
態
に
即
し
た
歩
掛
と
Ｄ
Ｘ
活

用
を
進
め
る
こ
と
で
、
引
き
続
き
雇
用
や
賃
上
げ
に

積
極
的
に
取
り
組
め
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。
そ
の
先
に
き
っ
と
明
る
い
未
来
が
待
っ
て

い
ま
す
。 

末
筆
な
が
ら
、
本
年
も
協
会
員
各
位
の
ご
健
勝
と

ご
活
躍
を
祈
念
し
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
報
告 

 
 
 
 

災
害
対
策
安
全
委
員
会 

西
多
摩
建
設
業
協
会
で
は
、
協
会
各
社
の
建
設
技
術

の
向
上
お
よ
び
、
更
な
る
安
全
管
理
の
た
め
、
協
会
の

災
害
対
策
安
全
委
員
が
協
会
員
の
工
事
現
場
を
訪
問

し
指
導
や
意
見
交
換
を
年
２
回
ほ
ど
定
期
的
に
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
、
２
回
目
の
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
を
、
令
和
七
年
一
二
月
一
〇
日
に
、
２
現
場
で
実
施

し
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 

 
 
 
 
 

 

視
察
現
場
① 

施
工
業
者
：
小
池
建
設
㈱ 

工
事
件
名
：
大
久
野
細
尾
（
２
） 

地
区
急
傾
斜
地
防
災
工
事
（
７
西
建
）） 

工
事
場
所
：
青
東
京
都
西
多
摩
郡
日
の
出
町 

大
久
野
地
内 

工
事
期
間
：
令
和
７
年
８
月
２
８
日
～ 

令
和
８
年
１
１
月
１
２
日 

契
約
金
額
：
￥
１
６
０
，
７
７
７
，
５
６
０
円 

 
 

進
捗
率
：
２
％ 

工
事
概
要 

法
面
整
形
工 

６
５
９
㎡ 

植
生
マ
ッ
ト
工 

６
５
９
㎡ 

繊
維
混
入
貧
配
合
モ
ル
タ
ル
吹
付
工 

５
２
㎥ 

グ
ラ
ン
ド
ア
ン
カ
ー
工 

９
９
本 

鋼
製
受
圧
板
設
置
工 

９
９
基 

モ
ノ
レ
ー
ル
架
設
工 

２
７
３
．
５
ｍ 

ポ
イ
ン
ト
設
置
工 

１
基 

見
解 

 

現
場
は
、
民
家
の
裏
に
面
し
た
斜
面
で
、
着
手
し

た
ば
か
り
の
状
況
で
伐
採
片
付
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
し
た
。
民
家
の
横
を
通
る
こ
と
も
あ
り
作
業

員
通
路
を
決
め
、
近
隣
住
民
へ
の
対
応
も
安
全
か

つ
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

進
捗
率
２
％
と
い
う
事
も
あ
り
、
準
備
段
階
で
材

料
等
を
置
く
ヤ
ー
ド
の
管
理
に
防
犯
カ
メ
ラ
や
歩

行
者
の
対
応
へ
の
準
備
を
し
て
、
安
全
に
重
点
を

お
い
て
お
り
ま
し
た
。 

 
 

現
場
も
は
じ
ま
っ

た
ば
か
り
な
の
で
、
安
全
に
作
業
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

視
察
現
場
② 

施
工
業
者
：
㈱
酒
井
組 

工
事
件
名
：
橋
詰
ト
ン
ネ
ル 

長
寿
命
化
工
事
（
そ
の
３
） 

工
事
場
所
：
東
京
都
西
多
摩
郡
奥
多
摩
町
境
地
内 

工
事
期
間
：
令
和
７
年
５
～
令
和
８
年
４
月 

契
約
金
額
：
￥
１
７
２
，
０
６
４
，
３
９
６
円 

工
事
概
要 

工
事
延
長 

Ｌ=

２
０
８
．
６
ｍ 

 
 

内
面
補
強
工 

Ａ
＝
１
３
２
８
㎡
２ 

 

 
 

止
水
注
入
工 

 
 
 

Ｌ
＝
３
７
．
６
ｍ 

 
 

導
水
樋
工 

 
 
 
 

Ｌ
＝
５
．
０
ｍ 

 
 

線
導
水
工
（
７
０
型
） 

Ｌ
＝
２
２
．
０
ｍ 

 
 

線
導
水
工
（
１
０
０
型
） 

Ｌ
＝
６
４
．
８
ｍ 

見
解 

 

本
工
事
は
、
老
朽
化
が
進
行
し
た
ト
ン
ネ
ル
内
部
の
天

井
お
よ
び
側
壁
に
つ
い
て
、
断
面
修
復
を
行
う
工
事
で

す
。
施
工
は
片
側
交
互
通
行
に
よ
る
車
線
規
制
下
で
実

施
さ
れ
て
お
り
、
高
所
作
業
車
を
用
い
て
作
業
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
山
間
部
に
位
置
す
る
現
場
特
性
を

踏
ま
え
、
雨
量
計
の
設
置
や
蜂
・
ク
マ
対
策
用
品
の
常

備
な
ど
、
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
安
全
対
策
が
随
所
に

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
数
あ
る
安
全
対
策
の
中
で
も
、

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
が
、
高
所
作
業
車
を
確
実
に
交

通
規
制
区
域
内
へ
設
置
す
る
た
め
の
工
夫
で
す
。
作
業

台
端
部
に
レ
ー
ザ
ー
水
平
器
を
取
り
付
け
、
地
面
に
レ

ー
ザ
ー
を
垂
直
照
射
す
る
こ
と
で
、
照
射
点
が
規
制
線

内
に
収
ま
っ
て
い
る
か
を
一
目
で
確
認
で
き
る
仕
組

み
。
こ
の
対
策
は
設
置
お
よ
び
確
認
作
業
が
容
易
で
あ

り
、
作
業
者
の
熟
練
度
に
左
右
さ
れ
に
く
い
実
効
性
の

高
い
方
法
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
作
業
台
の

手
摺
に
は
テ
ー
プ
タ
イ
プ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
一
般
車
両
か
ら
の
視
認
性
向
上
が
図
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
照
度
の
低
い
ト
ン
ネ
ル
内
に
お
い
て
も
作

業
台
の
位
置
が
明
確
と
な
り
、
第
三
者
災
害
の
防
止
に 

（
２
面
に
続
く
） 

 
 

視察現場① 

パトロールの様子 
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謹
賀
新
年 

 
 

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

人
間
ド
ッ
ク
・
各
種
健
康
診
断
・
産
業
医 

医
療
法
人
社
団 

新
町
ク
リ
ニ
ッ
ク 

理
事
長 

高 

木 
 
 

敏 
 

青
梅
市
新
町
三‐

五
十
三-

五 

電
話 

〇
四
二
八‐

三
一‐

五
三
〇
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八‐

三
一‐

一
七
七
七 

  

公
共
工
事
の
前
払
金
保
証
・
契
約
保
証
・
契
約
保
証
予
約
（
入
札
ボ
ン
ド
） 

東
日
本
建
設
業
保
証
株
式
会
社
新
宿
支
店 

支
店
長 

笹
谷 

俊
太 

新
宿
区
西
新
宿
一-

二
五-

一
新
宿
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
三
四
階 

 
 
 
  

電
話 

〇
三‐

三
三
四
〇‐

二
四
五
一 

 
 
   

 
   

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
  
   

   
 

〇
一
二
〇‐

〇
二
七‐

一
五
八 

  
落
石
・
急
傾
斜
地
崩
壊
・
法
面
保
護
対
策 

株
式
会
社  

明
商 

奥
多
摩
営
業
所 

 
 
 

奥
多
摩
町
境
一
二
五‐

五 

        

電
話 
〇
四
二
八‐

七
四‐

九
三
五
四 

        

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八‐

七
四‐

九
三
五
五 

  

ア
ー
バ
ン
建
材
工
業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

森
山 

 

淳 

青
梅
市
河
辺
町
一
〇‐

四‐

一 

電
話 

〇
四
二
八‐

二
〇‐

一
三
二
〇 

 

     
  
   

   
   

   

Ｆ
Ａ
Ｘ 

  
   

 

〇
四
二
八‐

二
〇‐

一
三
二
二 

    

成
友
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

新
井 

和
史 

〶
一
九
七‐

〇
〇
一
一 

福
生
市
福
生
六
九
九‐

三 

 
 
 
  

電
話 

〇
四
二‐

五
五
一‐

一
〇
〇
〇 

 
 

 
 

 
  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二‐

五
五
一‐

〇
九
〇
九 

 

住
宅
環
境
機
器
の
総
合
商
社 

 

西

関

東

機

材

株

式

会

社  

代
表
取
締
役 

藤
島 

博
幸 

本
社 

八
王
子
市
下
恩
方
町
八
三
五
番
四   

 

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
二‐

六
五
九‐

二
六
四
二 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
二‐

六
五
九‐

二
六
四
三 

西
多
摩
営
業
所 

福
生
市
加
美
平
三-

二
四-

八 
 

 
 

 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
二‐

五
一
三‐

七
六
八
五 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
二‐

五
一
三‐

七
六
九
五 

 

砕
石
・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
製
造
販
売 

株
式
会
社 

昭
和
石
材
工
業
所 

 
 
 

墓
石
・
記
念
碑
・
石
碑 

設
計
、
施
工 

昭
石
加
工 

株
式
会
社 

 

電
話 

〇
四
二
八‐

三
一‐

九
四
〇
〇 

 
 
 
 
   

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八‐

三
一‐

五
三
二
四 

                              

   

産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
・
中
間
処
理 

成
友
エ
コ
プ
ラ
ス
ワ
ン
株
式
会
社  

 
 

 
 
 
 
 

（
旧
社
名
：
株
式
会
社
エ
コ
ワ
ス
プ
ラ
ン
ト
） 

東
京
都
西
多
摩
郡
日
の
出
町
平
井
二
十
二‐

十 

 
 
 
  

電
話 

〇
四
二‐

五
九
七‐

一
一
一
五 

 
 
 
 
  

  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二‐

五
九
七‐

五
五
五
五 

有
限
会
社 

 

麻
生
マ
ー
ク 

代
表
取
締
役 

前
田 

利
昭 

東
京
都
福
生
市
熊
川
五
二
三  

 
 
  

電
話 

〇
四
二‐

五
五
二‐

九
五
四
一 

 
 
   

 
 
  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
  
   

   
 

〇
四
二‐

五
五
三‐

一
七
八
五 

   

事
務
機
・
Ｏ
Ａ
機
器
・
介
護
福
祉
機
器
他  

 
 

青
梅
市
新
町
四‐

一
九‐

九 

電
話 

〇
四
二
八‐

三
二‐

〇
六
七
八 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八‐

三
二‐

〇
六
七
六 

 

  

建
設
仮
設
資
材 

レ
ン
タ
ル
・
販
売 

日
本
リ
ー
ス
工
業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

髙
野 

明
弘 

 

瑞
穂
町
長
岡
下
師
岡
三
九
二 

 
 
 
  

電
話 

〇
四
二‐

五
五
六‐

五
一
一
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二‐

五
五
六‐

五
一
一
四 

  

ム
サ
シ
建
設
工
業  

株
式
会
社 

多
摩
営
業
所 

青
梅
市
野
上
町
二
丁
目
一
〇‐

一 

 
 
 

西
武
レ
ジ
デ
ン
ス
二
〇
一 

電
話 

〇
四
二
八‐

八
四‐

〇
七
九
三 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八‐

八
四‐

〇
七
九
四 

    

有
限
会
社 

 

丸 

善 

産 

業 

代
表
取
締
役 

小
林
勇
二 

瑞
穂
町
箱
根
ヶ
崎
西
松
原
五
七‐

一 

 
 
 
  

電
話 

〇
四
二‐

五
五
四‐

五
九
二
九 

 
 

   
    

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
  
   

   
 

〇
四
二‐

五
五
七‐

六
一
八
一 

 

 
 

 
 

山
留
・
基
礎
工
事 

株
式
会
社 

 

タ  

ク  

ト 
 

〶
一
六
七-

〇
〇
五
一 

杉
並
区
荻
窪
四-

二
六-

一
〇 

電
話 
〇
三‐

三
二
二
〇‐

八
四
〇
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三‐
三
二
二
〇‐

八
五
一
一 

 

住
宅
設
備
機
器
総
合
商
社 

 

サ

ン

コ

ー

機

材

株

式

会

社  

代
表
取
締
役 

向
山 
英
雄 

西
多
摩
支
店 

羽
村
市
羽
加
美
一‐
七‐

一   
 

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
二‐

五
五
四‐

一
一
五
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
二‐

五
五
四‐

七
五
一
六 

秋
川
支
店 

あ
き
る
野
市
瀬
戸
岡
四
二
五-
八 

 

 
 

 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
二‐

五
五
九‐

五
二
四
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
二‐

五
五
九‐

五
二
〇
九 

 

株
式
会
社 

高
野
保
険
事
務
所 

代
表
取
締
役 

高
野 

真
人 

青
梅
市
新
町
四‐

一
九‐

七 

 
 
 
 
 

電
話 

〇
四
二
八‐

三
一‐

一
四
三
九 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八‐

三
一‐

五
一
一
三 

 
  

エ
コ
セ
メ
ン
ト
二
次
製
品
製
造
販
売 

 

福
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業 

株
式
会
社 

 

代
表
取
締
役
社
長 

山
﨑 

順
一 

福
生
市
福
生
三
二
五
六 

 
 
 
 
 

電
話 

〇
四
二‐

五
五
一‐

一
五
二
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 
   

  

〇
四
二‐

五
五
一‐

一
五
四
三 

   

 

あ
な
た
の
『
夢
』
応
援
し
ま
す  

 

日 

建 

学 

院 
 

立 

川 

校 

立
川
市
錦
町
一‐

一‐

二
十
三 

東
京
都
酒
造
会
館
ビ
ル
三
階 

        

電
話 

〇
四
二‐

五
二
七‐

三
二
九
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二‐

五
二
七‐

五
八
九
一 

  

コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
、
製
造
販
売 

 
 
 

＊
エ
コ
セ
メ
ン
ト
１
０
０
％
使
用 

マ
テ
ラ
ス
青
梅
工
業 

株
式
会
社 

青
梅
市
今
寺
五‐

一
三‐

九 

 
 
 
  
 
  
 

電
話 

〇
四
二
八‐

三
一‐

七
〇
〇
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
八‐

三
一‐

六
九
四
〇 

 

株
式
会
社 

ダ
イ
ム 

代
表
取
締
役 

西
島 

達
也 

千
代
田
区
飯
田
橋
２‐

９‐

１
０
砂
川
ビ
ル
３
階 

電
話 
〇
三‐

五
七
二
五‐

七
七
五
六 

 
   

   
 

  
  

 
 
 

  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

   
   

  

〇
三‐

三
五
一
二‐

三
二
〇
二 

 

株
式
会
社 

シ
ン
セ
イ 

代
表
取
締
役 

山
本 
崇
人 

東
京
都
羽
村
市
富
士
見
平
二‐

一‐
一
七 

電
話 

〇
四
二‐

五
七
〇‐

七
七
二
二 

 
   

   
 

  
  

 
 
 

  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

   
  

 
 

〇
四
二‐

五
七
〇‐

七
七
五
五 

 

 

（
１
面
よ
り
） 

寄
与
す
る
対
策
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

本
パ
ト
ロ
ー
ル
を
通
じ
て
確
認
し
た
こ

れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
現
場
条
件
に
即

し
た
実
践
的
な
安
全
対
策
で
あ
り
、
特

に
高
所
作
業
車
を
使
用
す
る
道
路
工
事

に
お
い
て
、
他
の
現
場
に
お
い
て
も
参

考
と
な
る
好
事
例
で
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。
最
後
に
歳
末
の
多
忙
な
時
期
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
丁
寧
な
現
場
対
応
と
安

全
管
理
を
徹
底
さ
れ
て
い
た
、
施
工
者

で
あ
る
株
式
会
社
酒
井
組
の
皆
様
に
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 
 

パトロールの様子 

 
 

～あとがき～ 
寒い日が続いていますね。今月は「冬の体調管理」についてお話さ

せていただきます。最近では日中でも最低気温が 10℃以下と冷え込ん

で参りました。冬は気温の低下による体の冷えに加え、空気の乾燥に

より風邪やインフルエンザなどの感染症が流行りやすくなります。体

調管理も仕事の内ととらえ、みなさんもしっかりと体調管理を心がけ

ていただきたいと思います。そのため、手洗い・消毒を徹底しましょ

う。手は感染の入り口とも言える場所です。こまめに手洗い、アルコ

ール消毒を行い、感染予防に努めましょう。そして、体調が悪い時は、

無理をせず休むことも大事です。 

みなさん、お互いに気をつけてこの冬を乗り越えましょう。 

 


